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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調理面（１）を形成する平らな上面（２）及び下面（３）を有するガラスセラミック調
理面であって、その際、該調理面（１）の該ガラスセラミック材料が、４２０ｎｍより大
きい全波長領域における可視光域で０．１％より大きい透過率値、可視光域で０．８～５
％の光透過率及び１６００ｎｍの赤外域で４５～８５％の透過率を有し、且つ、その際、
該ガラスセラミック材料が、主要素を成している結晶相として高温石英混晶を有し、該下
面が平らで、構造化されておらず、且つ上面に対して面平行に形成されており、調理面（
１）の裏面（８）の領域に発光素子（５）が接続されているガラスセラミック調理面にお
いて、前記下面に少なくとも１つの透明なコーティング（４）及び／又は薄膜（４）が施
与されており、前記コーティング（４）及び／又は薄膜（４）が表示の部分であること、
発光素子（５）は、その光を前記コーティング（４）又は薄膜（４）及び調理面（１）を
貫いて放出していること、及び、前記調理面（１）の前記下面（３）の表面粗さがＲａ≦
５ｍｍであることを特徴とする、調理面（１）を形成する平らな上面（２）及び下面（３
）を有するガラスセラミック調理面。
【請求項２】
　前記コーティング（４）及び／又は薄膜（４）が、透光性及び非透光性の領域によるマ
スキングを形成し、且つコーティングされた前記下面（３）の下方の領域中で、発光素子
が間隔を空けて配置されていることを特徴とする、請求項１記載のガラスセラミック調理
面。
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【請求項３】
　前記調理面（１）の厚みが、２ｍｍ～６ｍｍの範囲にあることを特徴とする、請求項１
又は２記載のガラスセラミック調理面。
【請求項４】
　前記調理面（１）の厚みが、３ｍｍ～５ｍｍの範囲にあることを特徴とする、請求項３
項記載のガラスセラミック調理面。
【請求項５】
　前記コーティング（４）及び／又は薄膜（４）の厚みが、１００ｎｍ～２ｍｍの範囲に
あることを特徴とする、請求項１から４までのいずれか１項記載のガラスセラミック調理
面。
【請求項６】
　前記コーティング（４）及び／又は薄膜（４）が少なくとも８５℃まで熱安定性である
ことを特徴とする、請求項１から５までのいずれか１項記載のガラスセラミック調理面。
【請求項７】
　前記コーティング（４）及び／又は薄膜（４）が、金属、金属酸化物、無機物、有機物
又は亜硝酸塩から形成されていることを特徴とする、請求項１から６までのいずれか１項
記載のガラスセラミック調理面。
【請求項８】
　前記調理面（１）の下面（３）を背にした前記コーティング（４）及び／又は薄膜（４
）の裏面（８）に、表面構造が備え付けられていることを特徴とする、請求項１から７ま
でのいずれか１項記載のガラスセラミック調理面。
【請求項９】
　前記コーティング（４）及び／又は薄膜（４）が電気的に絶縁性であることを特徴とす
る、請求項１から８までのいずれか１項記載のガラスセラミック調理面。
【請求項１０】
　前記コーティング（４）及び／又は薄膜（４）が電気的に導電性であることを特徴とす
る、請求項１から８までのいずれか１項記載のガラスセラミック調理面。
【請求項１１】
　前記コーティング（４）及び／又は薄膜（４）が誘導コイルを形成することを特徴とす
る、請求項１０記載のガラスセラミック調理面。
【請求項１２】
　前記コーティング（４）及び／又は薄膜（４）が、接触感応式センサー（タッチ式セン
サー）、鍋センサー又は鍋サイズセンサーの電極であることを特徴とする、請求項１から
１１までのいずれか１項記載のガラスセラミック調理面。
【請求項１３】
　前記コーティング（４）及び／又は薄膜（４）が断熱性であることを特徴とする、請求
項１から１２までのいずれか１項記載のガラスセラミック調理面。
【請求項１４】
　前記調理面（１）が枠で取り囲まれており、且つ前記枠が、前記下面（３）を前記調理
面（１）のエッジ領域で隙間無く取り囲んでいることを特徴とする、請求項１から１３ま
でのいずれか１項記載のガラスセラミック調理面。
【請求項１５】
　前記調理面のガラスセラミック材料としての膨張係数が、２０～７００℃の温度範囲で
≦２・１０-6（１／Ｋ）であることを特徴とする、請求項１から１４までのいずれか１項
記載のガラスセラミック調理面。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、調理面を形成する平らな上面と滑らかな下面とを有するガラスセラミック調
理面に関し、その際、調理面のガラスセラミック材料は、４２０ｎｍより大きい全波長領
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域における可視光の領域で０．１％より大きいガラス透過率値、可視域で０．８～２．５
％の光透過率及び１６００ｎｍの赤外域で０～８５％の透過率を有し、その際、ガラスセ
ラミック材料は、主要素を成している結晶相として高温石英混晶を有する。
【背景技術】
【０００２】
　調理面としてガラスセラミックプレートを有する調理台(Kochfelder)は、通常の従来技
術である。係るガラスセラミックプレートは、普通、平らなプレートとして存在するか、
又は三次元に成形されている。
【０００３】
　主要素を成している結晶相として高温石英混晶を有するガラスセラミックは、結晶化可
能なリチウムアルミニウムケイ酸塩ガラスから製造される。
【０００４】
　これらのガラスセラミックの製造は、複数の工程で行われる。
【０００５】
　ガラスセラミックの大規模工業的な製造の場合、カレット(Scherben)と粉末状混合原料
とから成る混合物からの結晶化可能な出発ガラスはまず、通常、１５００乃至１６５０℃
の間の温度で溶融される。溶融に際して、一般には酸化ヒ素及び／又は酸化アンチモンが
清澄剤として使用される。これらの清澄剤は、要求されたガラスセラミック特性に障らず
、且つ溶融物の良好な気泡品質をもたらす。たとえ、これらの物質がガラス骨格中にしっ
かりと結合されていても、それらは安全性と環境保護の観点の下に有害である。そのため
、原料の回収、原料の調製に際して、並びに溶融時の蒸発ゆえに特別な予防措置が取られ
なければならない。
【０００６】
　最近では、懸念のない清澄剤として、殊にＳｎＯ2の使用が記載される。良好な気泡品
質を達成するために、慣用の溶融温度（最大約１６８０℃）で、ＳｎＯ2以外に、有利に
はハロゲン化物化合物が付加的な清澄剤として使用される。例えば、日本国出願ＪＰ１１
１００２２９Ａ及びＪＰ１１１００２３０Ａには、ＳｎＯ2を０．１～２質量％及びＣｌ
を０～１質量％使用することが記載される。これらの文献に従えば、唯一の着色剤として
のＶ2Ｏ5の添加によって着色が得られる。
【０００７】
　ＳｎＯ2による清澄を促進するために、フッ素を０．０５～１質量％（ＵＳ２００７０
００４５７８Ａ１）及び臭素を０．０１～１質量％（ＵＳ２００８００２６９２７Ａ１）
添加することも同様に開示される。これらの文献中にも、１７００℃を下回る清澄温度が
記載されている。主たる着色剤はＶ2Ｏ5である。ハロゲン化物の添加は都合が悪く、それ
というのも、ハロゲン化物は溶融温度で著しく蒸発し、且つ、その際に毒性の化合物、例
えばＨＦを形成するからである。
【０００８】
　良好な気泡品質を達成するためにＳｎＯ2を高温清澄剤の併用において１７００℃超で
使用することは、ＤＥ１９９３９７８７Ｃ２に記載される。しかしこの文献は、４２０ｎ
ｍからの波長範囲で良好な表示性が達成されることについて言及していない。
【０００９】
　溶融及び清澄化の後、通常、ガラスは、プレートを製造するためにローラーによるか又
は最近ではフロートによって熱間成形される。経済的な製造のために、一方では低い溶融
温度及び低い加工温度ＶAが所望されており、他方ではガラスは成形時に失透を生じては
ならない。つまり、出発ガラス及びそれより製造されたガラスセラミック中で強度を損ね
る、妨げとなる結晶が形成されてはならない。成形はガラスの加工温度ＶA（粘度は１０4

ｄＰａｓ）付近で行われるので、妨げとなる結晶の形成を回避するために、溶融物の失透
上限温度は、加工温度付近に、且つ好適には加工温度より下にあることが保証されていな
ければならない。
【００１０】
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　引き続き、出発ガラスは、制御された結晶化によってガラスセラミック製品に変えられ
る。このセラミック化は二段階の温度プロセスにおいて行われ、まず核形成によって６８
０℃乃至８００℃の間の温度で核が、通常はＺｒＯ2／ＴｉＯ2混晶から成る核が作り出さ
れる。ＳｎＯ2も核形成に関与していてよい。引き続く温度上昇に際して、高温石英混晶
がこれらの核上に成長する。経済的な、迅速なセラミック化に所望されているような高い
結晶成長速度は、８５０～９５０℃の温度で達成される。この最大製造温度時に、ガラス
セラミックの構造は均質化され、且つガラスセラミックの光学的、物理的及び化学的な特
性が調整される。所望される場合、高温石英混晶は、引き続きなおキータイト混晶に変換
されることができる。キータイト混晶への変換は、約９５０～１２００℃の範囲への温度
上昇によって行われる。高温石英混晶からキータイト混晶への移行により、ガラスセラミ
ックの熱膨張係数と透明度が、結晶の増大に伴う光散乱によって低下する。一般に、主た
る相としてキータイト混晶を有するガラスセラミックは、それゆえ半透明若しくは不透明
であり、且つそれに付随した光散乱は、表示性に悪影響を及ぼす。
【００１１】
　主たる結晶相としての高温石英混晶を有するこれらのガラスセラミックの重要な特性は
、室温～７００℃の範囲で極めて低い熱膨張係数を有し、且つ７００℃超では＜０．５×
１０-6／Ｋの熱膨張係数を有する材料の製造可能性である。低い熱膨張に基づき、これら
のガラスセラミックは、優れた耐温度差性及び耐温度変化性を有する。
【００１２】
　調理面としての適用の場合、実際の使用から生じる要求に基づく技術発展により、非常
に特殊な、一部に逆行的な透過性の要求が生じている。
【００１３】
　ガラスセラミック調理面の下の技術的な構成要素が不快にも透けて見えてしまうことを
防ぐために、また光を発する放熱体、殊に明るいハロゲン放熱体による眩惑作用を回避す
るために、ガラスセラミック調理面はその光透過性に関して制限されている。しかしなが
ら、表示性には、市販の部品、例えばシグナルセンサー、ＬＥＤ等が使用される場合に十
分に輝度を保証するために、ある程度の光透過性が必要とされる。これらの要求を満たす
ために、ガラスセラミック調理面は、通常、０．５～２．５％の光透過率の値に調整され
ている。これは着色性元素の添加によって達成される。その時、ガラスセラミック調理面
は単独で、使用される着色元素に応じて、低い光透過率に基づき、上から見ると黒く、透
かして見ると、使用される着色性元素に応じて、大抵は赤色、赤紫色又は褐色オレンジ色
に見える。
【００１４】
　カラー表示は、発光電子部品、大抵は発光ダイオードから成り、これらは調理面の下方
に取り付けられる。それらは、殊に誘導式調理面の場合に、操作の快適性及び安全な運転
のために必要とされる。そのため例えば、異なる調理ゾーンの現在の熱力又は余熱が視覚
的に示される。余熱の表示は、放熱体が光を発しない場合、又は誘導加熱された調理面の
場合のように、一般的に調理面が高温であると見分けられない場合に、安全な取り扱いの
ために大切である。通常の赤色の発光ダイオードは、６３０ｎｍの波長で放射する。操作
の快適性と技術的な機能を改善するために、或いはまた、調度品メーカーにデザインに関
して差別化の機会を与えるために、通常の赤色の表示以外に、別の色の表示も所望されて
いる。
【００１５】
　ＬＣＤ表示がある日本製の調理台は公知であり、この表示は緑色、オレンジ色及び赤色
で点灯されることができる。
【００１６】
　この場合に使用される赤い色を除く非常に多岐にわたった色は、今日ではもっぱら美的
な観点にのみ役立てられている。しかしながら、赤い色は、一般に常に危険を示す。
【００１７】
　安全に関係した情報は、７セグメント表示における同色の表示エレメント又は記号を介
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してのみコード化されており、且つ公知である。安全性が脅かされる状況においては、ユ
ーザーは表示が何を示しているのか考えることを余儀なくされている。この場合、台所や
、台所にある多種多様な器具、例えばレンジ、オーブン、電子レンジ、オーブン、グリル
、レンジフード、冷却装置及び冷凍装置並びにパン切り器等における高度な技術化によっ
て、ユーザーには溢れんばかりの情報がさらに与えられることになるが、その際、情報は
装置毎に異なっている。例えば、赤い点滅光は、ある装置の場合には危険を意味する可能
性があり、その一方で、別の装置の場合には運転中を示す。
【００１８】
　市販の着色された調理面の場合、ユーザーは運転状態及び故障状態を色によってはっき
りと見分けことができず、つまり、どの程度装置がスタンバイの状態にあり、且つ可能性
としてあり得る故障状態への注意が促されているか否かを見分けることができない。
【００１９】
　ＳＣＨＯＴＴ ＡＧ製Ｃｅｒａｎ Ｃｏｌｏｒ(R)との名称で公知のガラスセラミック調
理面の以前のタイプは、色彩による良好な表示性を有していた。Ｃｅｒａｎ Ｃｏｌｏｒ(

R)は、ＮｉＯ、ＣｏＯ、Ｆｅ2Ｏ3及びＭｎＯの添加によって着色され、Ｓｂ2Ｏ3によって
清澄化されている。着色酸化物のこの組み合わせによって、通常の厚さ４ｍｍの調理面に
おいて、一般に１．２％の光透過率が調節される。３８０ｎｍ～５００ｎｍの範囲の透過
率は、波長に応じて０．１％～２．８％である。赤色の発光ダイオードに一般的な６３０
ｎｍの波長の場合、透過率は約６％である。ガラスセラミック調理面のこの以前のタイプ
の欠点は、使用される着色酸化物が、非常に強く赤外線を吸収することである。１６００
ｎｍでのＩＲ透過率は２０％未満である。これにより調理速度は減少する。Ｃｅｒａｎ 
Ｃｏｌｏｒ(R)の透過率曲線は、著作物"Ｌｏｗ Ｔｈｅｒｍａｌ Ｅｘｐａｎｓｉｏｎ Ｇ
ｌａｓｓ Ｃｅｒａｍｉｃｓ（Ｅｄｉｔｏｒ Ｈａｎｓ Ｂａｃｈ，Ｓｐｒｉｎｇｅｒ－Ｖ
ｅｒｌａｇ Ｂｅｒｌｉｎ Ｈｅｉｄｅｌｂｅｒｇ １９９５）"の第６６頁に掲載されてい
る（ＩＳＢＮ３－５４０－５８５９８－２）。組成は、著作物"Ｇｌａｓｓ－Ｃｅｒａｍ
ｉｃ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（Ｗｏｌｆｒａｍ Ｈｏｅｌａｎｄ ｕｎｄ Ｇｅｏｒｇｅ Ｂ
ｅａｌｌ，Ｔｈｅ Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｃｅｒａｍｉｃ Ｓｏｃｉｅｔｙ ２００２）"の第
２表～第７表に記載されている。
【００２０】
　より新しい、さらに発展したガラスセラミック調理面においては、大抵Ｖ2Ｏ5が着色の
ために使用され、なぜなら、それは可視光の範囲では吸収し、且つ赤外線の範囲では高い
透過率を可能にするという特別な特性を有しているからである。
【００２１】
　Ｖ2Ｏ5による着色は、相当に複雑なプロセスであることがわかっている。以前の試験（
ＤＥ１９９３９７８７Ｃ２）で示されていたように、酸化バナジウムを着色状態に変える
には酸化還元プロセスがその前提条件としてある。結晶化可能な出発ガラスにおいて、Ｖ

2Ｏ5はなお比較的着色性に乏しく、且つ僅かに緑色がかった色調になる。セラミック化に
際して酸化還元プロセスが生じ、バナジウムは還元され、且つ酸化還元パートナーは酸化
される。主たる酸化還元パートナーとして作用するのは清澄剤である。Ｍｏｅｓｓｂａｕ
ｅｒの試験によって、Ｓｂ及びＳｎで清澄化された組成が示されていた。セラミック化に
際して、出発ガラス中のＳｂ3+若しくはＳｎ2+の一部が、より高い酸化状態Ｓｂ5+若しく
はＳｎ4+に変えられる。バナジウムは酸化数が減少したＶ4+又はＶ3+として種晶に組み込
まれ、そこで電子の電荷移動反応によって強く着色することが想定される。更なる酸化還
元パートナーとして、ＴｉＯ2も酸化バナジウムによる着色を増大することができる。出
発ガラス中の酸化還元パートナーの種類と量以外に、ガラス中で溶融に際して調整される
酸化還元状態も影響を及ぼす。例えば高い溶融温度による低い酸素分圧ｐＯ2（還元性に
調整された溶融物）は、酸化バナジウムの着色作用を増大する。
【００２２】
　酸化バナジウムの着色作用に更なる影響を及ぼすのはセラミック化条件である。殊に、
高いセラミック化温度と、より長いセラミック化時間は、より強い着色をもたらす。
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【００２３】
　Ｖ2Ｏ5による着色に際しての上記の関連事項は、特定のガラス組成、溶融に際してのｐ
Ｏ2の特定の酸化還元調整及びセラミック化条件によって所望の透過率挙動を調整するた
めに当業者に利用される。しかしこれまでは、規格に適合した光透過性、高いＩＲ透過性
、並びに標準的な赤色の発光ダイオードのための表示性といった全ての要求を、他の色の
光表示のための所望の改善された表示性と一緒に達成することは可能ではなかった。
【００２４】
　酸化バナジウムの吸収バンドの形態、それゆえに４５０ｎｍより大きい乃至７５０ｎｍ
の上限までの全波長領域における可視光の領域での透過率は、より高い透過率に適合させ
ることはできなかった。
【００２５】
　Ｖ2Ｏ5で着色された係るタイプのガラスセラミック調理面の例は、ＳＣＨＯＴＴ ＡＧ
社製のＳｂ2Ｏ3で清澄化されたＣｅｒａｎ Ｈｉｇｈｔｒａｎｓ(R)及びＳｎＯ2で清澄化
されたＣｅｒａｎ Ｓｕｐｒｅｍａ(R)である。これらの２つのガラスセラミックの透過率
曲線は、著作物"Ｌｏｗ Ｔｈｅｒｍａｌ Ｅｘｐａｎｓｉｏｎ Ｇｌａｓｓ Ｃｅｒａｍｉ
ｃｓ"，"Ｓｅｃｏｎｄ Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｅｄｉｔｏｒ Ｈａｎｓ Ｂａｃｈ，Ｄｉｅｔｅ
ｒ Ｋｒａｕｓｅ，Ｓｐｒｉｎｇｅｒ－Ｖｅｒｌａｇ Ｂｅｒｌｉｎ Ｈｅｉｄｅｌｂｅｒ
ｇ ２００５の６３頁（ＩＳＢＮ ３－５４０－２４１１１－６）に載っている。
【００２６】
　０．１％の透過率値は、いわゆるガラスセラミック調理面の場合、及び他の市販のガラ
スセラミック調理面の場合に、カラー表示、殊に青色や緑色の表示の視認性のために重要
な約４５０～５５０ｎｍの波長では下回っている。透過率の他の本質的な要求は、これら
のガラスセラミック調理面により満たされる：高い調理速度のための高い赤外透過率、標
準的な赤色の発光ダイオード（約６３０ｎｍ）のための規格に則った透過率及び１．５％
の光透過率。
【００２７】
　この欠点を取り除くために、欧州特許出願ＥＰ１４６５４６０Ａ２は、ＣＩＥ色系で測
定して、標準光Ｃで２．５～１５のＹ値（明度）を有する、厚さ３ｍｍでのガラスセラミ
ック調理面を開示している。"明度"及び光透過率という名称は、同じ測定値に相当する。
Ｙ値は、ＤＩＮ５０３３に従って測定される光透過率の値と同一である。この光透過率に
より、青色の及び緑色の発光ダイオードについて改善された表示が達成される。開示され
た組成は、ＡＳ2Ｏ3及び／又はＳｂ2Ｏ3、一部はＳｎＯ2との組合せにより清澄化されて
いる。着色はＶ2Ｏ5によって行われる。
【００２８】
　比較例において示されるのは、１．９％の光透過率の場合に、記載された材料組成によ
る青色の及び緑色の発光ダイオードの表示性が不十分なことである。しかしながら、少な
くとも２．５％、有利にはそれを上回る光透過率の要求される高い値は、調理面下方の電
子部品が顕わになるという点で不利である。そのうえ、調理面を上から見たときの審美的
な黒色の姿が損なわれる。
【００２９】
　ＤＥ１０２００９０１１２７Ａ１から、４５０ｎｍより大きい全波長領域における可視
光の領域で０．１％より大きい透過率値、可視域で０．８～５％（好ましくは０．８～２
．５％）の光透過率及び１６００ｎｍの赤外域で４５～８５％の透過率を有するガラスセ
ラミック材料から成る調理面が公知である。係る調理面の場合、ガラスセラミック調理面
の下の技術的な構成要素が不快にも透けて見えてしまうことが防止され、また上から見た
ときの審美的な黒色の姿は損なわれない。光を発する放熱体は運転中はっきりと目に見え
、また通常の赤色の発光ダイオードの表示は良好に識別可能である。４５０ｎｍより大き
い全波長領域における可視光の領域での透過率が０．１％より大きいことによって、他の
色の表示も良好に識別可能である。市販の青色、緑色、黄色又はオレンジ色の発光ダイオ
ードの光度を勘案すれば、この透過率値は十分であり、且つ従来技術に対する明らかな改
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善である。殊に青色及び緑色による表示は明らかに改善されている。白色光による表示は
、４５０ｎｍより大きい全波長領域における透過率挙動によって、色的にあまり損なわれ
ない。
【００３０】
　調理台用のガラスセラミックプレートの成形は、上部ローラーと下部ローラーによる特
別な圧延プロセスを介して実施される。融解した出発ガラスは、ダイを通してローラーに
供給される。ローラーは、ガラスとローラーとの間で制御された熱除去を保証するために
、特別な材料から成る。ローラーによる熱間成形の間、ガラス帯状物の形成に際しての非
制御の結晶化が回避されなければならない。ガラス帯状物は、回転テーブルにより回転徐
冷がまに送られる。ガラス帯状物は、可能性として考えられ得る応力を緩和するために、
まず初めに出発ガラスの変態温度より高い温度に、且つ出発ガラスの核形成温度及び結晶
化温度より低い温度に維持される。ガラス帯状物が室温に冷却された後、該ガラス帯状物
は切断され、エッジ加工され、セラミック色で装飾され、引き続きセラミック化炉内でガ
ラスセラミックに変えられる。
【００３１】
　調理面用のこれらのガラスセラミックプレートは、調理台用のガラスセラミックプレー
トの強度の要求を満たすために、ネップ状の突起(Noppen)を備えた下面構造を有する。こ
れらのネップ状の突起は、ネップ状の突起が設けられた下部ローラーにより熱間成形に際
してガラス帯状物の下面に刻みつけられる。
【００３２】
　これらのネップ状の突起を備えた構造は、一定の型から成り、これらは円形又は長円形
又はその他の形状であってもよい。該ネップ状の突起は、強度を弱める損傷に対するガラ
スセラミックプレート下面の保護を生み出す。
【００３３】
　最終的に強度は、ネップ状の突起部に下面の"損傷"が集積されることによって得られ、
且つ負荷が掛かった際に危険な最大引張応力が生じる"底部"においては、ガラスセラミッ
ク表面が損傷していないことから、切欠き効果が減少する。
【００３４】
　これらのネップ状の突起部の欠点は、ガラスセラミックプレートを通して導かれる光の
散乱である。ガラスセラミックプレート下方の表示又は構造を歪みなしに可視化すること
は可能ではない。それゆえ表示及び調理ゾーンは僅かに歪んでとらえられる。
【００３５】
　ＤＥ４１０４９８３Ｃ１からは、慣用の光表示を歪みなしに可視化するためにシリコー
ン層を局所的に施与することが公知である。しかし、このシリコーン層は追加的なコスト
を余儀なくし、悪化した透過率挙動を有し、且つ調理面の加熱温度が高い場合にはほとん
ど熱安定性ではない。それゆえ、この投入層は調理面の低温領域中で局所的にしか使用さ
れることができない。加熱ゾーンが歪んで見えることに変わりはない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００３６】
【特許文献１】ＪＰ１１１００２２９Ａ
【特許文献２】ＪＰ１１１００２３０Ａ
【特許文献３】ＵＳ２００７０００４５７８Ａ１
【特許文献４】ＵＳ２００８００２６９２７Ａ１
【特許文献５】ＤＥ１９９３９７８７Ｃ２
【特許文献６】ＥＰ１４６５４６０Ａ２
【特許文献７】ＤＥ１０２００９０１１２７Ａ１
【特許文献８】ＤＥ４１０４９８３Ｃ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【００３７】
　本発明の課題は、冒頭で述べた種類の、改善された使用特性によって優れており、例え
ばディスプレイ表示の良好な表示品質を可能にし且つ／又は加熱素子及び／若しくはセン
サーユニットの機能を改善するガラスセラミック表面を作り出すことである。
【課題を解決するための手段】
【００３８】
　この課題は、下面が平らに、構造化されておらず且つ上面に対して面平行に形成されて
いることによって解決される。
【００３９】
　それに従って本発明により、調理面の下面が、調理面の上面と同様に構造化されておら
ず且つ平らに形成されていることが提案される。それに従って該下面は、従来技術から公
知の慣用のネップ状の突起物を有しておらず、表面のように滑らかである。上面と下面の
この面平行性により、良好な表示品質が実現されることができる。殊に、使用されるガラ
スセラミック材料との組合せにおいて、歪みなしに、カラー色（例えば青色）のこれまで
可能ではなかった、明らかに改善された表示鮮明度を有する表示が実現されることができ
る。
【００４０】
　有利な本発明の変形例によれば、下面に少なくとも１つのコーティング及び／又は薄膜
が施与されていることが予定されていてよい。下面が平らに且つ滑らかに形成されている
ことによって、均一な厚みを有し、同時に一様な特性も有するコーティングも実現される
ことができる。その際、コーティング及び／又は薄膜は表示の部分であってもよい。その
際、殊にコーティングは、透光性及び非透光性の領域によるマスキングを形成してよい。
それからこのマスキングは、調理面と発光素子との間に配置されており、その際、該発光
素子はその光を透光性の領域を通して調理面に発し、それにより光は、調理面の上面で放
たれ、それも歪みなしに放たれ、その際、マスキングに応じて輪郭がはっきりとした表示
が実現される。
【００４１】
　コーティング及び／又は薄膜は、透光性及び非透光性の領域によるマスキングを形成し
、且つコーティングされた下面の下部の領域中では発光素子、例えば７セグメント表示又
はディスプレイユニット若しくはグラフィックディスプレイが間隔を空けて配置されてい
る。
【００４２】
　本発明による両面が滑らかな調理面の造りにより、使用されるガラスセラミック材料と
一緒に２ｍｍ～６ｍｍの範囲の、好ましくは３ｍｍ～５ｍｍの範囲の調理面の厚さが実現
され得ることがわかった。その際、調理面の使用に十分な機械的安定性が生じる。
【００４３】
　コーティングの厚さは１００ｎｍ～２ｍｍの範囲にあるのが望ましいとわかった。
【００４４】
　特に有利には、コーティングは少なくとも８５℃まで熱安定性である。その際、コーテ
ィングは、殊に表示及び操作エレメントの領域に適している。それ自体は導電性で加熱エ
レメントを形成してよい。
【００４５】
　コーティングがゾル・ゲルコーティング又はＩＴＯコーティングである場合、簡単に作
製することが可能である。例えば、温度に応じて変化する材料としてＩＴＯコーティング
を用いることで、空間分解する構造化された形態の接触センサー又は構造化されていない
大面積の温度センサーが実現されることができる。コーティングとしてシリコーンコーテ
ィングが使用されることも考えられる。
【００４６】
　本発明の可能な変形例は、調理面の下面を背にしたコーティングの裏面に、表面構造、
殊に機械的な平面ひずみ又は熱で型押しされたひずみが備え付けられていることである。
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このコーティングのこの変更によって、コーティング特性は追加されることができる。例
えば、コーティングは機械的な変形によって、例えばエンボスローラーの使用下で構造化
されることができる。コーティングを熱的に、例えばレーザーの使用によって目的に合わ
せて制御するか又はコーティングをエッチングすることも考えられる。コーティングは、
例えば電気絶縁層として形成されているか、さもなければ導電性であってよい。導電性コ
ーティングにより、例えば誘導コイルが形成され得、該誘導コイルはそれから加熱素子を
形成する。調理面の滑らかな下面は、均一なコーティング厚さを可能にすることから、誘
導コイルの回路は均一な導体断面積を形成する。施与された誘導コイルに隣接して、電気
絶縁層が調理面の下面に適用されていてよい。
【００４７】
　更なる本発明の変形例は、コーティングが、接触感応式のセンサー（タッチセンサー）
、鍋センサー（Topfsensor）又は鍋サイズセンサー（Topfgroessensensor）の電極である
ことである。係る電極は、構造化された形態でタッチセンサーの電極として、殊に操作領
域の領域中でタッチ式電子システムをマスクすることができ、例えばタッチ式機能を調理
ゾーンのすぐ近くでも可能にするために、殊に調理台の全面で形成されていてよい。電極
のデザインは、少なくとも２つの分割された電極により、指による接触と、より大きい鍋
底とを区別できるように設計されてよい。さらに、電極は全面が構造化されて鍋センサー
及び鍋サイズセンサーとして形成されていることが考えられる。
【００４８】
　さらに、コーティングは熱絶縁部を形成することが考えられる。これによって、適切に
は熱の流れをエネルギー節約のために阻止することができる。
【００４９】
　特に有利な本発明の変形例は、調理面の下面の表面粗さが、通常の走査領域においてＲ

a≦５ｍｍであるように考えられている。この表面粗さにより、一方では輪郭がはっきり
としたディスプレイが、殊にそれが間隔を空けて装着されている場合に作り出されること
ができる。他方では、このような表面粗さはコーティングにとって十分強力な結合を生み
出す。
【００５０】
　特に有利な本発明の実施態様は、調理面が枠で取り囲まれており、且つこの枠が下面を
調理面のエッジ領域中で支えていることを特徴とする。調理面の滑らかな下面は、調理面
と枠との間の特に良好な密閉を可能にする。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】ガラスセラミック材料から成る調理面の側面図
【００５２】
　以下で本発明を、図面に記した実施例に基づき詳細に説明する。この図面は概略図であ
り、且つガラスセラミック材料から成る調理面１の側面図である。調理面１は上面２と下
面３とを有する。上面２のみならず下面３も、ほぼ同じ表面構造で滑らかに形成されてい
る。これは、殊に下面３が一定で繰り返されるネップ状の通常の突起を有さないことを意
味する。それにより、上面２と下面３は２つの面平行な面を形成する。下面３には、コー
ティング４及び／又は薄膜４が施与されている。その際、例えばスクリーン印刷法、スパ
ッタリング法又は射出成形法を使用することができる。その際、コーティング４は透明な
材料により形成される。裏面８における調理面１には、発光素子５、例えばＬＥＤが接続
されている。この発光素子５は、その光をコーティング４及び調理面１を貫いて放出して
いる。次いでこの光は、調理面１の上面２から出る。ディスプレイ表示を形成するために
、コーティング４は、例えば非透光性領域でマスキングされていてよい。
【００５３】
　図面がさらに示すように、コーティング４は電極として導電性で形成されていてもよく
、その際、この電極は、無接触センサー（タッチセンサー）の部分である。コーティング
４は、例えば導電性フォームから形成されていてよい接点６によってコントロールユニッ
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ト７に接触されている。電極として利用される導電性のコーティング４は、例えば操作領
域の領域中で、タッチ式電子システム（コントロールユニット）７を覆って配置されてい
てよい。殊に、例えばタッチ式機能を調理ゾーンのすぐ近くでも可能にするために、コー
ティングが完全に大面積で、殊に全面積で、調理面１の下面３にわたり広がっていること
も可能である。
【００５４】
　本発明の範囲内で、調理面の下面３の領域中でＩＲタッチ式センサーを使用することも
可能である。その際、ＩＲセンサーは下面３の領域中に配置されている。ガラスセラミッ
クの下面３が滑らかに形成されていることに基づき、一定の妨害信号レベルが実現可能と
なる。これは結果的に感度を高め、且つＩＲセンサーの故障を起きにくくさせる。
【符号の説明】
【００５５】
　１　調理面、　２　上面、　３　下面、　４　コーティング及び／又は薄膜、　５　発
光素子、　６　接点、　７　コントロールユニット、　８　裏面

【図１】
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